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各常任委員会は、下記の分野の問題・課題について議論しています。
 ◎総務・産業常任委員会…総務、企画調整、税務、産業、商工観光、建設、上下水道
 ◎社会・文教常任委員会…町民、保健福祉、教育、消防

２
月
22
日
・
24
日

◆
新
年
度
予
算
の
概
要

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
様
似
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
の
策
定

◆
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

◆
町
財
政
に
お
け
る
町
外
流
出
金

額◆
総
合
計
画
推
進
体
制
の
確
立
に

お
け
る
町
組
織
の
現
状
と
課
題

◆
町
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準

◆
栄
町
浄
水
場
送
水
ポ
ン
プ
室
新

築
工
事

◆
Ｊ
Ｒ
日
高
線
廃
止
に
係
る
財
産

等
の
協
議

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況

◆
広
報
誌
の
全
戸
配
布

◆
令
和
３
年
度
農
林
水
産
業
の
生

産
状
況
等

◆
今
後
の
産
業
振
興
策
（
町
の
考

え
方
）
に
つ
い
て

　

以
上
、
13
件
に
つ
い
て
審
議
。

１
月
26
日

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
施
設

サ
ー
ビ
ス
）
の
現
状

◆
町
指
定
文
化
財
の
指
定

◆
「
様
似
町
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」

に
係
る
就
学
援
助
世
帯
へ
の
助
成

２
月
16
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種

◆
新
年
度
予
算
の
概
要

◆
様
似
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
の
策
定

◆
令
和
４
年
度
特
定
空
き
家
の
解

体◆
高
等
学
校
生
徒
に
お
け
る
パ
ソ

コ
ン
購
入
助
成

◆
児
童
生
徒
に
係
る
ミ
ル
ク
給
食

の
無
償
化

　

以
上
、
11
件
に
つ
い
て
審
議
。

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

町
職
員
の
懲
戒
処
分
の

　
　
　
　
　
　
　
基
準
に
つ
い
て

　

町
指
定
文
化
財
の

　
　
　
　
　
　
　
指
定
に
つ
い
て

　

20
年
分
の
物
を
試
算
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
現
在
の
25
億
３
千
万
円
か

ら
10
年
後
に
は
２
億
１
千
万
円

の
収
入
が
減
少
し
、
20
年
後
に

４
億
５
千
万
円
の
収
入
減
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
20
年
後
の
令
和

24
年
に
は
、
基
金
残
高
が
現
在
よ

り
６
億
１
千
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
10
年
後
に
は
人
口
が
３
，

０
０
０
人
を
切
り
、
20
年
後
に
は

２
，
０
０
０
人
を
切
る
と
さ
れ
て

い
る
中
で
、
人
口
が
減
少
し
て
収

入
が
減
っ
た
中
で
、
人
口
が
４
，

０
０
０
人
代
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
将
来
的
に
は
財
政
的
に
厳
し

く
な
る
の
が
明
確
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
方
向
性
を
持
っ
た
対

応
策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

協
議
中
の
素
案
が
示
さ
れ
、
飲

酒
に
対
す
る
取
り
扱
い
が
厳
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町
職
員
の

処
分
に
対
す
る
審
査
会
が
職
員
に

よ
る
も
の
で
、
町
長
よ
り
決
し
て

手
心
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
身
内
で

の
審
査
に
対
し
町
民
目
線
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
な
い
の
で
は
と
い
う

意
見
と
厳
し
く
対
処
す
る
場
合
の

法
的
根
拠
を
し
っ
か
り
確
認
す
る

よ
う
意
見
が
出
て
お
り
ま
す
。
ま

た
今
般
、
交
通
法
規
に
対
す
る
処

分
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
ま
す

が
す
べ
て
の
物
に
対
し
、
時
代
に

応
じ
た
基
準
を
設
け
る
よ
う
意
見

が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
誌
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

　

町
の
対
応
と
し
て
は
、
９
月
号

よ
り
自
治
会
未
加
入
世
帯
へ
の
対

応
が
難
し
い
自
治
会
に
つ
い
て

は
、
各
自
治
会
に
未
加
入
と
思
わ

れ
る
世
帯
の
確
認
を
行
い
、
配
布

が
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
訪
問
を
実

施
し
、
広
報
誌
の
配
布
の
希
望
世

帯
に
は
郵
送
で
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
新
た
に
転
入
し
て
く
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
転
入
届
の
際
に
広

報
誌
の
配
布
方
法
と
事
情
に
よ
り

自
治
会
加
入
が
で
き
な
い
場
合
の

郵
送
を
含
む
、
広
報
誌
の
入
手
方

法
を
周
知
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
中
で
回
覧
の
取
扱
に
つ

い
て
は
、
郵
送
の
対
象
と
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
、
広
報

誌
と
合
わ
せ
て
郵
送
す
る
方
向
で

対
応
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

産
業
課
に
よ
る

　
　
　
　
産
業
振
興
策
に
つ
い
て

　

特
に
水
産
業
で
、
今
後
の
産
業

育
成
の
観
点
か
ら
非
常
に
難
し
い

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
陸
上
養
殖

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
文
化
財
４
件
に
つ

い
て
、
新
た
に
町
文
化
財
に
指
定

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

①
冬
島
遺
跡
出
土
資
料
～
冬
島

川
と
ポ
ン
サ
ヌ
シ
ベ
ツ
川
に
挟

(

は
さ)

ま
れ
た
標
高
38
ｍ
前
後

の
海
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
続
縄

文
文
化
期
初
頭
に
お
け
る
日
高
地

域
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
。

　

②
シ
ャ
マ
ニ
場
所
絵
図
面
～
本

文
化
財
は
等
澍
院
や
様
似
会
所
が

描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
朱
色
の
点

線
で
塩
釜
山
道
や
国
指
定
史
跡
・

様
似
山
道
が
描
か
れ
て
お
り
、
当

時
の
様
似
や
様
似
の
交
通
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

　

③
様
似
軌
道
関
係
資
料
～
昭
和

５
年
か
ら
昭
和
20
年
ま
で
の
、
浦

河
上
杵
臼
か
ら
様
似
町
西
町
ま
で

を
結
ん
だ
軌
道
に
関
係
す
る
資
料

の
う
ち
、
地
図
、
絵
図
面
な
ど
指

定
す
る
も
の
で
、
三
井
軌
道
の
概

要
や
軌
道
の
詳
細
な
情
報
が
わ
か

る
。

　

④
ア
ポ
イ
マ
イ
マ
イ
～
タ
カ
ビ

デ
マ
イ
マ
イ
の
近
縁
種
で
様
似
固

有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
様
似
町
指
定
文
化
財
・
天
然

記
念
物
と
し
て
指
定
す
る
。

　

様
似
型
ス
ク
ー
ル

　
ラ
ン
チ
に
係
る
就
学
援
助

　
　
　
世
帯
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
か
ら
運
用
開
始

し
て
い
る
、
様
似
型
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
を
就
学
援
助
世
帯
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
学
校
給
食
の
場
合
に

準
じ
た
中
で
助
成
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
対
象
者
数
は
計
38

名
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

９
月
13
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実

施
。

　

特
定
空
き
家
の
解
体
に
つ
い
て

　

空
き
家
の
選
定
の
理
由

　

①
所
有
者
が
い
な
い
た
め
、
現

在
の
状
況
の
改
善
を
指
導
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
今
後
、
状
況
が
悪

化
す
る
一
方
で
あ
る
こ
と
。

　

②
町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
通

学
路
等
の
人
通
り
の
多
い
場
所

で
、
町
民
の
生
命
財
産
へ
の
危
険

性
が
高
い
こ
と
。

　

③
町
有
地
に
存
在
し
て
い
る

が
、
使
用
料
の
納
付
が
な
い
。
ま

た
、
町
有
地
の
た
め
解
体
後
の
土

地
の
有
効
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ

と
。

　

以
上
、
判
断
し
て
３
軒
の
空
き

家
を
解
体
す
る
予
定
。

　

空
き
家
の
所
在
地

　

①
様
似
町
大
通
２
丁
目
40
番
地

４ 

（
店
舗
・
住
宅
）

　

②
様
似
町
大
通
２
丁
目
40
番
地

４
（
①
の
裏
側
に
隣
接
）

　

③
様
似
町
大
通
２
丁
目
46
番
地　
　

（
店
舗
・
住
宅
）

　

解
体
に
係
る
費
用
は
概
算
２
，

６
９
５
万
円
。
現
在
、
国
の
「
空

き
地
対
策
総
合
支
援
事
業
」
の
補

助
を
要
望
中
で
あ
り
、
金
額
は

９
５
２
万
４
，
０
０
０
円
。
残
り

１
，
７
４
２
万
６
，
０
０
０
円
は

町
負
担
。


